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概要

• OAOWFC 
– 30分角の視野をもつφ910mmの近赤外（Y,J,H,Ks）ロ
ボットカメラ。

– F/2.5 で近赤外では最も明るい光学系を持つ。

– 昨年度、光学系の調整を完了した。

• 観測
– 通常は K-band 銀河面モニタを実施し、Cepheid を探
査中。腕の断面を見られる2天域をモニタ中。

– 突発天体（重力波光学対応天体、GRB)のフォロー
アップを実施。GW151228などの観測を実施した。
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Okayama Astrophysical Observatory Wide Field Camera
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K-band 銀河面モニタ
カバー天域とモニタ回数
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K-band 銀河面モニタ・繰り返し測光精度と
変光星候補
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繰り返し測光精度 2% を達成できている。
以下の例では σ >  3* median を変光星
候補としている。



周期的変光星の解析例
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Cepheid の距離算出

• 観測データと、2MASS PSC を使用

• K – MK - AK= 5 log D – 5

– K : 平均等級 (観測から求める)

– MK : 絶対等級 (観測から求める)

– AK : 星間吸収 (2MASS から求める)

– D: 距離

• AKの算出
– AK = 1.67 E(H-K) 

– Cepheid の H-K 位相を通じて一定
• Laney & Stobie (1992),  Dekany+ (2014)

– E(H-K) = (H2MASS – K2MASS) – (MH(P) –
MK(P) )
• Mx(P) は X-band の周期X等級関係
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重力波光学対応天体のフォローアップ観測

• 観測方法

– 近傍銀河をターゲットとしたフォローアップ

– 各フィールドごとに J-band, 15min露出

• 2MASSと同じ観測限界に到達

– J=17-18mag (S/N=3)

• 対応天体の捜索

– 画像を並べて目視確認

– 画像差し引きによる差分画像により、より確実な捜索を実
施
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フォローアップ観測報告
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光学対応天体捜索のために用意した差分
画像の例
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